
再生医療製品を構成する技術と知財権

細胞の採取
細胞の初期化
iPS細胞の樹立

凍結保存

細胞の増殖
細胞の分化
遺伝子導入

製品化
（シート化等）

検査
品質管理

患者へ移植

(1)    幹細胞または前駆細胞の分離/
精製方法/細胞オリジン

(3)    細胞の培養方法/凍結保存技術

(5)    細胞を患部に輸送/移植するための技術(4)    細胞の分化/誘導方法

(2)    細胞の遺伝子改変/遺伝子導入

参加プレーヤーが多いため、知財権を独占することが困難、また、複雑かつ多種の要因が影響す

るバイオプロセスに関わる技術であるため、ノウハウの重要性も高い

細胞の初期化/培養/分化誘導等のプロセスが複雑で多岐に亘るため、多くのプレーヤーが参加、

多くの発明が生まれる環境となっている
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